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導入で手間とミスを削減、小規模児童書版元を支えるシステム
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児童書出版のさ・え・ら書房は今年1月に光和コンピューター
の販売管理システムを導入し、受注情報を入力すれば自動的
に伝票が作成されるなど作業の効率化を実現した。

2019年に刊行した『ポリぶくろ、1まい、すてた』が今年の課題図書に
選ばれたのをはじめ、「エジカル消費」「知ってる？ アップサイクル」シリ
ーズや『目で見るSDGs時代の環境問題』などは多くの図書館が購入し
ている。

翻訳読み物も社会問題を扱う内容が多く、2019年にハンセン病をテ

ーマにした『この海を超えれば、わたしは』、今年はジェンダー問題を扱
った『囚（とら）われのアマル』、そして本をテーマにした8人の著者によ
るアンソロジー『きみが、この本、読んだなら』などを刊行している。

■自作システムからの切り替え

システムは長年、データベースソフトで作成した自作システムを利用
してきたが、メンテナンスの頻度が多くなったことや、より簡単に販売デ
ータなどを共有したかったことなどから「社員全員がわかって使えるよう
にしたかった」（営業部・濱本光志氏）と2017年に新システム導入の検
討を開始。

数社から提案を受けたが、①業界でのシェアがトップ②カバーできる
業務の範囲が広い③拡張オプションが多数ある＿といった理由で光和
コンピューターを選択。2019年8月に導入するシステムを決定し、テスト
を経て今月1月に本稼動した。

■作業効率アップとミスの削減を実現

これまでのシステムでは受注入力と伝票作成を別のソフトで行ってい
たが、新システムでは⑩中耳に入力すれば自動的に伝票が作成できる
。

同夜では東京都新宿区の本社に倉庫・出荷場が併設され、取次への
出庫や返品受品はここで行っている。営業部でFAX、電話、メールなど

による注文を販売管理システムに入力すると、ピッキングリストと納品
伝票が作成され、ピッキングの結果と伝票を照合して出荷する。

以前は注文書を片手にピッキングして伝票作成のために入力してい
たのに比べると、作業の流れはスムーズになった。

また、直納品の伝票切り替えも、仮伝登録しておけば番号を入力する
だけで本伝票を出力できるようになった。これら重複しての入力が減っ
たことで「全体的にミスもかなり減りました」（濱本氏）という。

■コロナ禍でも出荷量は順調

新型コロナウイルスの感染が拡大した今春は、同社でも社員の在宅
勤務を増やして出社を減らすといった対応を余儀なくされたが、今年度
は教科書で紹介される同社出版物が多く、出荷量はまずまずだった。

特に2012年に刊行した既刊『風をつかまえたウイリアム』が、小学校
の教科書で紹介されたことで大きく売れ行きを伸ばしているという。

「子供たちが直面する社会問題など、かなり細かくいろいろな方向に
テーマが向いているのが当社の本の特徴です」と濱本氏。こうした出版
活動を支えるため、システムをさらに活用していく考えだ。

■学校図書館などが主な販路

同社は1948年に白水社出身の浦城光郷氏が創業した。現在、従
業員6人の児童書出版社だ。社名はフランス語で「ここかしこ」を意味
する「ca et la」から命名。これまでに焼く1000点以上を刊行してきた
。

年間の新刊点数は15点程度。「やさしい科学 算数パズルの本」、

「目で見るシリーズ」、「さ・え・ら図書館／国語」など学習系のシリー
ズや翻訳読み物が多く、販路としては学校図書館、公共図書館が中
心。販売は学校図書館巡回販売グループ「NCLの会に所属している
。

ジャンルは算数、国語、生物など教科に合わせた内容が多いが、
2018年に『知っていますか？ SDGs』を刊行して以来、このところ「
SDGs（持続可能な開発目標）」をテーマにしたシリーズを数多く刊行
している。
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